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授業科目 対象学科・専攻 年  次 期  別 

保育実習Ⅱ 

Practical Training in Nursery School Ⅱ 

児童教育学科 

幼児教育学専攻 
２年次 前期（集中） 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

実習 ２ 選択 中津 愛子・鄭 暁琳  

概要 

 保育実習Ⅰでの学びをさらに深め、保育士としての実践力を高めるため保育所で 10日間の実習を

行う。指導計画の作成と保育実践、記録と省察、自己評価及び計画の改善までの過程を実践的に学ぶ。 

到達目標 

（1）保育所の役割や機能について、具体的な実践を通して理解を深める。 

（2）子どもの観察や関わりの視点を明確にして保育を理解し、具体的に記述することができる。 

（3）既習の科目及び保育実習Ⅰを踏まえ、子どもの保育と子育て支援の現状と課題を述べることが

できる。 

（4）指導計画の作成、保育実践、記録、省察及び自己評価を実施することができる。 

（5）保育士の職務内容や職業倫理を踏まえたうえで保育を実践することができる。 

（6）実習を振り返り、自己の課題を具体的に述べることができる。 

授業内容とすすめ方 

  １ 保育全般に参加し、保育技術を学ぶ。 

  ２ 子どもの発達の個人差に応じた援助の方法を学ぶ。 

  ３ 指導計画を立案し、保育活動を行う。 

  ４ 子どもの家族とのコミュニケーションの方法を学ぶ。 

  ５ 地域社会に対する理解を深め、連携の方法について学ぶ。 

  ６ 子どもの最善の利益に関わる配慮について学ぶ。 

  ７ 保育士の職業倫理を理解する。 

  ８ 現在の保育所、保育士に求められる資質や知識、技能に照らし合わせて自己の課題を明確に 

    する。 

   

  ※実習時期 

   ２年次８月に保育所での実習を 10日間行う。 

  ※実習先  

   各自が依頼した保育所。 

  ※その他 

   実習前に事前オリエンテーションを受ける必要がある。 

実習先に、検便、麻疹・風疹抗体検査証明書などの提出が必要である。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキストとして配布：「保育（保育所・施設）実習の手引き」山口短期大学 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

・保育実習Ⅰ（施設・保育所）を行った上で、保育所での実習を希望する学生

の必修科目である。 

・保育士証：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 保育所の役割や機

能について、具体的

な実践を通して理

解を深める。 

 

たいへんよ

く理解を深

めている。 

よく理解を

深 め て い

る。 

理解はして

いるが、深

まってはい

ない。 

理解してい

ない。 

実習先から

の評価表 
10% 

(2) 子どもの観察や関

わりの視点を明確

にして保育を理解

し、具体的に記述す

ることができる。 

 

用語の使用

や表現の誤

りがなく、

詳しく丁寧

に書いてお

り、他の学

生の模範と

なる。 

用語の使用

や表現の誤

り。誤字。

脱字がほぼ

なく、丁寧

に書いてい

る。 

用語の使用

や表現の誤

り、誤字、

脱字がいく

つかみられ

るが、必要

な箇所の記

述はある。 

用語の使用

や不適切な

表 現 が あ

り、内容が

読み取れな

い。 

実習日誌 40% 

(3) 既習の科目及び保

育実習Ⅰを踏まえ、

子どもの保育と子

育て支援の現状と

課題を述べること

ができる。 

現状と課題

を正しく認

識し、ほぼ

完璧に自分

の考えを述

べることが

できる。 

現状と課題

への認識の

誤りや大き

な論理的な

問 題 も な

く、自分の

考えを述べ

ている。 

現状と課題

に対する認

識の間違い

がいくつか

あるが、自

分の考えを

述べること

ができる。 

 

自分の考え

を述べるこ

とができな

い。 
実習先から

の評価表 
10% 

(4) 指導計画の作成、保

育実践、記録、省察

及び自己評価を実

施することができ

る。 

 

計画、実践、

省察の過程

を踏まえ、

適切に自己

評価を行う

ことができ

る。 

ほぼ、適切

な自己評価

が実施でき

る。 

自己評価を

しようと努

力するが、

適切ではな

い。 

自己評価を

行おうとす

る意欲が見

られない。 
実習先から

の評価 
10% 

(5) 保育士の職務内容

や職業倫理を踏ま

えたうえで保育を

実践することがで

きる。 

 

職務威容や

職業倫理を

十分に理解

し、保育が

実 践 で き

る。 

職務威容や

職業倫理を

ほ ぼ 理 解

し、保育が

実 践 を 行

う。 

職務威容や

職業倫理の

最低限の知

識をもとに

保育を実践

する。 

職務威容や

職業倫理を

理解してい

ない。 
実習先から

の評価表 
10% 

(6) 実習を振り返り、自

己の課題を具体的

に述べることがで

きる。 

事後指導を

もとに、自

分で新たな

課題を見出

し、レポー

トにまとめ

ることがで

きる。 

事後指導を

もとに、ほ

ぼ一人で今

後の課題を

見出し、レ

ポートにま

とめること

ができる。 

今後の課題

を見出すた

めに、他者

のアドバイ

スをもらえ

ば、レポー

トにまとめ

ることがで

きる。 

自分の今後

の課題が見

いだせず、

レポートが

提出されな

い。 

実習事後 

レポート 
20% 

 

 


